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連載・雑草のよもやま

森田　弘彦

一೥生ࡶ૲のछࢠから生じた苗と，մܪなどのӫཆൟ৩体
から๖ժした多೥生ࡶ૲の苗とでは体のαイζがҟなるため
に，除૲ࡎの適用にࡍして薬ྔやॲ理時期をผにઃఆするこ
とがしばしばある。除૲ࡎの適用性ݧࢼにおいては，評価の
対৅となるࡶ૲छについて発生するྔやফ௕を，ෳ਺のݧࢼ
۠間でՄ能な限りۉ౳にすることがٻめられる。一೥生ࡶ૲
に関しては事前にछࢠを೻くことで対応できるが，多೥生ࡶ
૲の場߹，ਫの੾れることのないਫ田৚݅ではともかくാや
཮৚݅では，「մܪなどのຒめࠐみ」による対応はきわめて
೉しい。そこで，྘地，थԂ地などで多೥生ࡶ૲を対৅とす
る除૲ࡎの適用性ݧࢼの担当者は，多೥生のࡶ૲छがまん΂
んなく発生するような۠ݧࢼの確อ・ҡ؅・࣋理に大変な౒
力を෷うことになる。
νξミβα（ένξミβαɹO p l is m e nu s  u nd u l a tif ol iu s �RPFN��
FU��4DIVMU�ɹਤ ��）は，྘地やथԂ地用の除૲ࡎ適用性ݧࢼ
において「イωՊ多೥生ࡶ૲」のݧࢼ事ྫを提供してきたが，
ある時の成੷ݕ౼ձである担当の方が「当研究所では今೥か
らνξミβαを一೥生ࡶ૲にѻう。」とおっしΌった。そこで，
植෺ਤؑなどでのνξミβαの生׆型の記載をरうと，「一
೥生」の記載は͝くগなく，「多೥生」とするものが多਺であっ
た（表 ��）。インターωットでࡧݕすると，8JLJQFEJB で「一

೥生（���� ೥ 3݄ �� 日ɹアクセス確ೝ）」と記される΄か，
植෺ࣸਅのϒログなどでは྆者がࠞ在するようだ。多くのਤ
ؑ類の中では「຀野日本植෺ᅷؑɹ����（�൛）」が，「・・・
᜖ϊ下部ハ地面χԣթ჊჋シઅϤϦᱹ根Ϯ下シ࣭ߗχシテౙ
モރζ・・・」と，「多೥生」とした根ڌをड़΂ている。植
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表Ͳ1 ୺せ䛺᳜≀ᅗ㚷䛺䛹䛷の䝏䝐䝭䝄䝃の⏕άᆺのグ㍕

一年生

一年生または多年生

生活型記載なし

日本イネ科植物図譜：長田武正：1989，イネ科ハンド
ブック：木場英久・茨木靖・勝山輝男：2011

日本の野生植物　Ⅰ　草本　単子葉類：佐竹義輔・
大井次三郎・北村四郎・亘理俊次・冨成忠夫：1982，
新日本植物誌：大井次三郎・北川政夫改訂：1983，改
訂新版　日本の野生植物　２：大橋広好・門田裕一・
木原浩・邑田仁・米倉浩司：2016

普通植物圖解：小笠原利孝：1909，野外植物：東京博
物學研究會編：1910，増訂　最新圖説　内外植物誌：
齋田功太郎・佐藤禮介：1934，日本草本植物総検索誌
＜単子葉篇＞：杉本順一：1973，新訂　図解植物観察
事典：家永善文・岡村はた・橋本光政・平畑政幸・藤
本義昭・前田米太郎・ 室井綽：1993

多年生
科属検索　日本植物誌：牧野富太郎・田中貢一：
1928，全植物圖鑑：博物學研究會：1928，内外植物原
色大圖鑑　第十巻：村越三千男：1934，牧野日本植物
圖鑑　4版：牧野富太郎：1944，原色植物検索図鑑：
矢野佐・石戸忠：1966，日本雑草図説：笠原安夫：
1968，イネ科植物生態図譜Ⅱ：桑原義晴：1975，平凡
社版　寺崎日本植物図譜：奥山春季編：1977，日本の
野草：林弥栄編　畔上能力・菱山忠三郎：1983，新訂
増補　原色野外植物図譜３：奥山春季：1984，フィー
ルド図鑑　植物①　人里の植物：奥田重俊・武田良
平：1985，学研生物図鑑　野草Ⅱ　単子葉類　1990
改訂版：本田正次：1990，野草大図鑑：高橋秀男：
1990，新版　日本原色雑草図鑑：沼田真・𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷長人：
1992，原色日本植物図鑑　草本編Ⅲ　改訂51刷：北村
四郎・村田源・小山鐡夫：1992，朝日百科　植物の世
界　10：小山鐡夫：1997，改訂増補　フィールドベス
ト図鑑　日本の野草　2　夏：矢野亮：2009，季節・
生育地でひける　野草・雑草の事典　5３0種：金田初
代・金田洋一郎：2013，新分類　牧野新日本植物図
鑑：牧野富太郎・邑田仁・米倉浩司：2017
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෺の生׆型をจݙの਺だけで൑அするわけにもいかないの
で，「ౙモރζ」の実ଶを確かめる΂く，���� ೥から ��೥
にかけてのౙق間にνξミβαの࢟を௥うことにした。
「野ݪ，ٰྕ部，やͿ，ྛ内，ྛ地にۙい田のあͥなどの
木のӄのある所（ּݪ安夫ɹh 日本ࡶ૲ਤઆ ɹɦ����）」で༿
ԑの೾打つރ༿を目ҹにすると，౎市部でも༰易にνξミβ
αを見つけることができた（ਤ ��）。すなわͪ，ळ田市を࠷
๺として，ઋ୆市，ٱڇ市，ദ市，ྲྀࢁ市，౦ژ౎ઍ代田 ・۠
จ۠ژ・୆౦۠，দ本市，四日市市など ��Ҏ্の地点でν
ξミβαを࠾ のνξミβαは「຀野ᅷؑ」قした。ౙ࡯؍ू・
の記載どおりのঢ়ଶで，গし෇けՃえると，地下を૸る根ܪ
をܽき，᜖ج部はං大やג化しない，つまり，多೥生植෺に
つきもののӽౙ用の器׭は見られなかった（ਤ ��#）。しか
しこれらは，生きているূڌに༿ৌにแまれたᡫժを各અに
ணけていた（ਤ �3）。
+R ઋ୆Ӻ౦ޱの࿏๣，コンクϦート資材のܺ間でू࠾し
たνξミβαはࢮރしていた。いわΏる「根性クン」で，ึ

をணけたܗ੻がないことから，きͪんと成௕したものの֗中
のর明で୹日（出ึ・開Ֆやౙの準උ）の৘ใを๦げられ，
૩に଱えられなかったものであろう（ਤסさとפ ��）。
関౦地方では 3݄のお൴؛のころに，΄;くした᜖の༿
ৌの間から๖ժして，νξミβαの新たな生؀׆が࢝まった。
༿ԑの「ॖむ」ಛ௃は �ຕ目の༿からはっきり見られる（ਤ
���"）。同じ地点内でも๖ժの஗଎があるようで，この性࣭
でのछ内変ҟによるのか，ཅ当たりや౔৕ਫ෼などඍົな؀
の余地があるようだ。΄΅同じ౼ݕ，৚݅のࠩによるのかڥ
ころに，実生が現れ，͝くࡉい᜖でج部にখึを࢒し，ୈ �
༿にすでに「ॖみ」をࣔしている（ਤ ���#）。ӽౙした᜖か
らの๖ժと実生とをൺֱすれば（ਤ ���$），多೥生と一೥生
での除૲ࡎ΁の感受性のࠩҟを類推して௖けるであろう。
νξミβαを「一೥生」とする見ղは，「ౙق間も᜖が྘৭」
のಛ௃が，ס૩したさく༿標本ではফࣦすることによるもの
と思う。
ච者の࡯؍のൣғでは生׆型に関する多਺೿の見ղが෴る
ことはなく，νξミβαは除૲ࡎの適用性ݧࢼで「イωՊ多
೥生ࡶ૲」の໾目をܧ続できそうだ。ただし，ॲ理したνξ
ミβαݸ体܈の由དྷ，๖ժまたは実生の۠ผをしっかりと؍
。して記録する必要がある࡯
「ౙにރれた༿਎はམͪにくく，᜖が生きԆびる」ので，
などを受ける方΁のおकりに使えないだろうかʁݧࢼ
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ᶞᮌの᰿ඖ
⛅⏣ᕷ༓⛅බᅬ
2Ϭ1ϵᖺ1᭶ୖ᪪

᫂䜛䛔ᯘᗋ
᯽ᕷᡭ㈡のୣබᅬ
2Ϭ1ϴᖺ12᭶ୗ᪪

⏕ᇉの᰿ඖ
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௝ྎᕷᐑᇛ㔝༊
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᯽ᕷ⠛⡲⏣
2Ϭ1ϴᖺ12᭶ୗ᪪

ᩥி༊ᓥ‮
2Ϭ1ϵᖺ2᭶ୗ᪪

ᯇᮏᕷ୰ኸ
2Ϭ1ϵᖺ2᭶୰᪪

ਤ Өɼࡱͯ͠ڈͷνξϛβαͷᡫժʢ༿ৌΛআؒق஍Λҟʹ͢Δౙ࢈��　��
εέʔϧɿ�NNʣ

ᅗͲ4

䠝

䠞‐1

䠞‐2

ਤ ��　��ౙقʹྗਚ͖ͨν
ξϛβαͷʮࠜੑ
Ϋϯʯʢ"ɿશܗɺ
#��ɼ��ɿҤ஺ͨ͠
᜖ɼ+3ઋ୆Ӻ౦ޱ
෇ۙɼ����೥�݄
্०ɼεέʔϧɿ"ɾ
�DNɼ#ɾ�NNʣ

䠝‐3

䠝‐1

䠝‐2 䠞‐1 䠞‐2

䠟

ਤ ��　��ౙΛӽͨ͠νξϛβαʤ"ɿ๖ժɿ��ɼ��ʢദࢢೆദʣɼ��ɿ୆
౦۠஑೭୺ɺ#ɿ��ʢখึ　࢛೔ࢢࢢӏͷ৿ʣɼ��ʢ࣮ੜ　ദࢢ
ยࢁʣɼ$ɿ๖ժʢԫ৭ԁ಺ʣͱ࣮ੜʢന৭ԁ಺ʣ　ദࢢยࢁʣɼ
#�� Λআ͖ ����೥ �݄Լ०ɼεέʔϧɿ�NNʥʣ


	空白ページ



